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１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 1,230,022 9.9 72,535 △5.2 73,070 △5.3 44,486 △13.4

2025年３月期第３四半期 1,118,829 12.4 76,509 6.7 77,152 4.5 51,358 6.2

(注)包括利益 2026年３月期第３四半期 56,288百万円( 0.8％) 2025年３月期第３四半期 55,819百万円( 3.7％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 73.74 －

2025年３月期第３四半期 82.11 －

(注)2025年３月期第４四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2025年３

月期第３四半期に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 1,268,903 531,771 41.7

2025年３月期 1,040,615 584,589 55.8

(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 529,460百万円 2025年３月期 580,146百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 26.00 － 26.00 52.00

2026年３月期 － 26.00 －

2026年３月期(予想) 27.00 53.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,635,000 10.5 90,000 2.5 89,000 0.1 59,000 1.5 98.87

(注)１. 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

２．「１株当たり当期純利益」の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2025年12月31日現在の発行済株

式数（自己株式数を除く）を使用しております。

３．連結業績予想の修正については、本日（2026年２月６日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご覧ください。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 34社（社名）
Morrison Express Worldwide Corporation、Maxyork Investments Ltd、

MEC Labuan Holding Co., Ltd、他31社

除外 14社（社名）
株式会社Ｃ＆Ｆロジホールディングス

上海虹迪物流科技有限公司、他12社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、四半期決算短信（添付資料）10ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財

務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 640,394,400株 2025年３月期 640,394,400株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 43,663,372株 2025年３月期 14,924,790株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 603,275,113株 2025年３月期３Ｑ 625,468,736株

自己株式につきましては、ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式数（当第３四半期連結会計期間末3,877千株）を含

めて記載しております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績

予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）

５ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・四半期決算補足説明資料は、決算発表後、速やかに当社Ｗｅｂサイトに掲載する予定です。

・当社は、2026年２月６日にアナリスト・機関投資家向けの決算説明会を開催する予定です。
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１．経営成績等の概況

前連結会計年度末において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前第３四半期連結累計期

間に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善や企業の設備投資に持ち直しの動き

が見られる一方、米国の金融・通商政策による日本経済の減速懸念のほか、地政学リスクの長期化等、先行きは

依然として不透明な状況が続いております。

物流業界におきましては、消費者マインドに持ち直しの動きが見られるものの、実質賃金のマイナス基調が継

続しており、一部大手ＥＣ事業者による自社配送網拡大の動きも見られること等から、競争環境は引き続き厳し

い状況にあります。また、2024年４月から適用された自動車運転業務における時間外労働時間の上限規制（以下

「2024年問題」という）への継続的な対応や、物価・人件費等のコスト上昇等、不安定な事業環境が継続してお

ります。国際物流市場では、米国の通商政策によるサプライチェーンの混乱や、地政学リスクによる影響も見ら

れる中、海上・航空貨物の需要及び運賃の動向については不確実性の高い状況が継続しております。

こうした事業環境のもと、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、営業収益12,300億22百万円(前年同四半期

比9.9％増)、営業利益725億35百万円(同5.2％減)、経常利益730億70百万円(同5.3％減)、親会社株主に帰属する

四半期純利益444億86百万円(同13.4％減)となりました。なお、2025年８月８日に公表した上海虹迪物流科技有限

公司の出資持分譲渡による特別損失を当第３四半期連結累計期間に計上しております。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

・デリバリー事業

主要な商品の取扱個数は、次のとおりであります。

商品の名称
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

増減
増減率
(％)

取扱個数 (百万個) 999 1,027 28 2.8

飛脚宅配便 (百万個) 971 1,000 28 3.0

その他 (百万個) 28 27 △0 △1.4

(注)１．報告セグメントの変更に伴い、2026年３月期よりデリバリー事業の取扱個数の集計範囲を変更いたしまし

た。上表、前第３四半期連結累計期間の取扱個数についても、集計範囲変更後の数値を反映し、増減を算出

しております。

２．飛脚宅配便は、佐川急便株式会社が国土交通省に届け出ている宅配便の個数であります。

３．その他は、佐川急便株式会社の提供する飛脚ラージサイズ宅配便の取扱個数であります。

デリバリー事業におきましては、消費者マインドに持ち直しの動きが見られるものの、実質賃金のマイナス基

調が継続している中、一部大手ＥＣ事業者による自社配送網拡大の動きにより、競争環境は引き続き厳しい状況

にあります。

このような事業環境のもと、当社グループでは、成長市場と捉えている越境ＥＣや低温物流での宅配便収益拡

大に取り組んでまいりました。その結果、取扱個数は６月以降、前年同月を上回る水準で推移し、当第３四半期

連結累計期間では、BtoB・BtoCともに前年同期比で増加いたしました。特にBtoCの荷物のうち、越境ＥＣの取扱

個数増加が、全体の取扱個数の増加に貢献しています。平均単価は、取引ごとの適正運賃収受を継続しているも

のの、越境ＥＣの増加に伴う小型荷物の取扱い拡大等の影響により、前年同期比で低下いたしました。宅配便以

外の付加価値を提供するソリューション「ＴＭＳ（Transportation Management System）」については、グルー

プ横断の先進的ロジスティクスプロジェクトチーム「ＧＯＡＬ（Go Advanced Logistics）」による提案営業の活

動等により、前年同期を上回って推移いたしました。
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費用面に関しては、持続的・安定的なサービス提供のためのリソース確保を背景に、期初にパートナー企業へ

の委託単価の引き上げを、当第３四半期連結会計期間に従業員に対するベースアップを実施しており、人件費・

外注費を中心に引き続き増加傾向にあります。また、当第３四半期連結会計期間は前年同期に対して取扱個数が

増加したことで、取扱個数の減少等に伴うコストコントロールを実施していた前第３四半期連結会計期間に対し

て、営業費用が増加いたしました。加えて、11月後半に生じた想定以上の取扱個数増加による物流混乱を解消す

るため、追加的な車両・人員手配にかかるコストが発生したこともあり、当第３四半期連結累計期間の営業費用

は前年同期比で増加いたしました。

そのほか、2025年６月から、国内外のお客さまのニーズに応えるため、観光客向け物流サービス「SAGAWA手ぶ

らサービス」の拠点を順次拡大しております。今後も、多言語対応や多様な決済手段の導入等、お客さまの利便

性向上に向けた運用体制の強化に取り組んでまいります。

この結果、当第３四半期連結累計期間における当セグメントの営業収益は7,947億71百万円(前年同四半期比3.7

％増)、営業利益は594億11百万円(同2.9％減)となりました。

・ロジスティクス事業

ロジスティクス事業におきましては、2025年３月期第３四半期連結会計期間から当社グループの連結業績に含

めております、名糖運輸株式会社（旧「株式会社Ｃ＆Ｆロジホールディングス」、以下「名糖/ヒューテック」と

いう）の影響により営業収益が増加いたしました。また、名糖/ヒューテックの連結効果を除いても、既存の国内

３ＰＬでの適正料金の収受や生産性向上による収益拡大により、増収増益となりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における当セグメントの営業収益は1,547億53百万円(前年同四半期比

63.8％増)、営業利益は60億15百万円(同48.8％増)となりました。

・グローバル物流事業

グローバル物流事業におきましては、2026年３月期第２四半期連結会計期間より、Morrison Express

Worldwide Corporation（以下「Morrison社」という）を当社グループの連結業績に含めております。

既存のエクスポランカ社においては、新規顧客の定着等により海上数量は前年並みの水準となりましたが、航

空数量は前年同期を下回る水準となりました。航空・海上運賃につきましては、米国の通商政策の影響等により、

通常であればピークシーズンとなる第２四半期連結会計期間以降も、市況全体で需要の落ち込みが続き、下落傾

向となりました。

こうした事業環境のもと、営業収益はMorrison社の連結効果が寄与し、増加いたしました。営業利益につきま

しては、前連結会計年度に実施した拠点整理等による効率化が寄与した一方で、エクスポランカ社の減収の影響

を吸収することができず、減少いたしました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における当セグメントの営業収益は2,340億５百万円(前年同四半期比

15.8％増)、営業利益は７億74百万円(同77.0％減)となりました。

・不動産事業

不動産事業におきましては、前第２四半期連結会計期間における保有不動産の売却影響により減収減益となり

ましたが、計画どおり進捗いたしました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における当セグメントの営業収益は51億48百万円(前年同四半期比71.1％

減)、営業利益は34億93百万円(同45.5％減)となりました。

・その他

その他の事業におきましては、大型トラック等の新車販売が増加したほか、システム関連の受託案件増加や費

用の減少等により増収増益となりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における当セグメントの営業収益は413億44百万円(前年同四半期比7.6％

増)、営業利益は23億70百万円(同60.9％増)となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

資産及び負債は、第１四半期連結会計期間においてMorrison社を新たに連結子会社としたことによる影響でそ

れぞれ大幅に増加しております。

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は4,488億18百万円となり、前連結会計年度末に比べ782億52百

万円増加いたしました。主な要因は、受取手形、営業未収金及び契約資産が513億58百万円、現金及び預金が182

億22百万円それぞれ増加したことによるものであります。

固定資産は8,200億84百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,500億34百万円増加いたしました。主な要因は、

建設仮勘定が119億33百万円減少した一方で、のれんが1,118億25百万円、建物及び構築物が369億29百万円それぞ

れ増加したことによるものであります。

この結果、総資産は１兆2,689億３百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,282億87百万円増加いたしまし

た。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は5,143億22百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,917億25

百万円増加いたしました。主な要因は、短期借入金が2,459億37百万円、未払金の増加等によりその他流動負債が

272億79百万円それぞれ増加したことによるものであります。

固定負債は2,228億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ106億20百万円減少いたしました。主な要因は、

有利子負債が136億79百万円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は7,371億31百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,811億５百万円増加いたしました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は5,317億71百万円となり、前連結会計年度末に比べ528億17

百万円減少いたしました。主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益を444億86百万円計上したことに加

え、為替換算調整勘定が103億６百万円増加した一方で、自己株式が450億20百万円増加（純資産への影響は減少)

したことに加え、自己株式の処分に伴う利益剰余金300億20百万円の減少のほか、剰余金の配当320億89百万円を

実施したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は41.7％となり、前連結会計年度末に比べ14.1ポイント低下いたしました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

我が国経済の見通しにつきましては、米国の金融・通商政策による日本経済への影響や地政学リスクの長期化

等、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

物流業界におきましては、物価・人件費等のコスト上昇に伴う価格転嫁の進行に加え、「2024年問題」の対応

の本格化等を契機に同業・異業種間の協業の増加のほか、中小事業者においては経営環境の厳しさの継続を背景

に後継者難による廃業や事業譲渡の増加等も見られます。また、一部大手ＥＣ事業者による自社配送網拡大の動

きが見られる等、業界構造に変化の兆しが見られます。こうした事業環境の中、中長期的な観点では、内需型産

業である宅配便は国内人口減少等の影響が見込まれる一方で、商取引金額に対するＥＣ取引金額割合の高まりと

ともに、エンドユーザーへの配送等ＥＣに関連する物流の需要も緩やかに増加すると想定しております。国際物

流市場では、世界経済の減速に伴う需要縮小の可能性のほか、米国の通商政策の影響等、不確実性の高い状況が

継続しております。

このような経営環境のもと、当社グループは、2031年３月期までの長期ビジョン「SGHビジョン2030」として

「Grow the new Story. 新しい物流で、新しい社会を、共に育む。」を掲げ、本ビジョンの実現に向けて、2025

年３月に新中期経営計画「SGH Story 2027」を策定いたしました。「SGH Story 2027」では、「トータルロジス

ティクスの高度化とグローバル物流の基盤拡大」を基本方針に掲げ、①国内サービス領域とグローバル物流基盤

の拡大、②成長を支える経営資源の拡充、③持続可能な経営に向けた取組み、を推進してまいります。

2026年３月期の連結業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間の業績及び今後の景気動向を踏まえ

2025年11月７日に公表いたしました通期の連結業績予想を修正いたしました。連結業績予想の修正については、

本日（2026年２月６日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。なお、連結業

績予想の修正に伴う配当予想の修正はございません。

（通期セグメント別業績予想）

前回発表予想 今回修正予想 増減額 増減率

百万円 百万円 百万円 ％

営業収益 合計 1,635,000 1,635,000 － －

デリバリー事業 1,040,000 1,045,000 5,000 0.5

ロジスティクス事業 208,000 208,000 － －

グローバル物流事業 317,000 312,000 △5,000 △1.6

不動産事業 14,000 14,000 － －

その他 56,000 56,000 － －

営業利益 合計 92,000 90,000 △2,000 △2.2

デリバリー事業 70,500 70,000 △500 △0.7

ロジスティクス事業 6,000 6,000 － －

グローバル物流事業 3,500 0 △3,500 △100.0

不動産事業 8,500 10,000 1,500 17.6

その他 2,000 2,500 500 25.0

調整額 1,500 1,500 － －
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 116,861 135,084

受取手形、営業未収金及び契約資産 199,449 250,807

販売用不動産 24,374 24,016

商品及び製品 629 605

仕掛品 254 3,004

原材料及び貯蔵品 2,397 2,676

その他 28,655 35,301

貸倒引当金 △2,057 △2,678

流動資産合計 370,565 448,818

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 125,762 162,691

機械及び装置（純額） 40,161 37,860

車両運搬具（純額） 63,174 67,686

土地 182,887 187,757

リース資産（純額） 16,729 16,148

建設仮勘定 34,437 22,503

その他（純額） 25,375 28,177

有形固定資産合計 488,528 522,823

無形固定資産

のれん 64,691 176,517

ソフトウエア 15,390 13,911

リース資産 73 91

その他 24,704 22,216

無形固定資産合計 104,861 212,736

投資その他の資産

投資有価証券 28,009 30,440

繰延税金資産 16,997 19,103

その他 33,436 36,772

貸倒引当金 △1,784 △1,791

投資その他の資産合計 76,660 84,524

固定資産合計 670,050 820,084

資産合計 1,040,615 1,268,903
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 87,607 106,319

短期借入金 4,905 250,842

１年内返済予定の長期借入金 24,200 20,667

リース債務 7,786 9,196

未払法人税等 18,231 12,149

預り金 26,173 40,805

賞与引当金 17,407 10,913

役員賞与引当金 156 21

その他 36,127 63,406

流動負債合計 222,596 514,322

固定負債

長期借入金 139,119 124,104

リース債務 29,363 30,699

株式給付引当金 － 234

その他の引当金 639 438

退職給付に係る負債 42,878 42,801

資産除去債務 10,163 11,434

その他 11,265 13,096

固定負債合計 233,429 222,809

負債合計 456,026 737,131

純資産の部

株主資本

資本金 11,882 11,882

利益剰余金 570,268 552,786

自己株式 △21,131 △66,152

株主資本合計 561,019 498,516

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,124 10,251

繰延ヘッジ損益 617 －

為替換算調整勘定 10,783 21,090

退職給付に係る調整累計額 △398 △398

その他の包括利益累計額合計 19,126 30,943

非支配株主持分 4,442 2,311

純資産合計 584,589 531,771

負債純資産合計 1,040,615 1,268,903
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

(四半期連結損益計算書)

(第３四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

営業収益 1,118,829 1,230,022

営業原価 989,969 1,085,531

営業総利益 128,859 144,491

販売費及び一般管理費 52,349 71,956

営業利益 76,509 72,535

営業外収益

受取利息 758 839

受取配当金 263 439

持分法による投資利益 117 328

為替差益 － 665

受取保険配当金 1,239 974

その他 1,123 1,396

営業外収益合計 3,502 4,643

営業外費用

支払利息 1,841 3,713

為替差損 875 －

その他 143 395

営業外費用合計 2,860 4,108

経常利益 77,152 73,070

特別利益

固定資産売却益 543 713

投資有価証券売却益 － 329

特別利益合計 543 1,043

特別損失

固定資産売却損 127 379

固定資産除却損 83 62

関係会社株式売却損 － 3,170

特別損失合計 211 3,611

税金等調整前四半期純利益 77,483 70,502

法人税等 25,979 25,696

四半期純利益 51,504 44,805

非支配株主に帰属する四半期純利益 145 319

親会社株主に帰属する四半期純利益 51,358 44,486
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(四半期連結包括利益計算書)

(第３四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

四半期純利益 51,504 44,805

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,077 2,127

繰延ヘッジ損益 － △617

為替換算調整勘定 3,252 9,853

退職給付に係る調整額 24 △0

持分法適用会社に対する持分相当額 △39 118

その他の包括利益合計 4,314 11,482

四半期包括利益 55,819 56,288

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 55,531 56,303

非支配株主に係る四半期包括利益 287 △15
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(財務報告の枠組みに関する注記)

四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第

２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

（自己株式の取得）

当社は、2025年５月９日開催の臨時取締役会決議に基づき、当第３四半期連結累計期間において自己株式

48,753,600株を取得いたしました。この取得により、自己株式が74,999百万円増加しました。

（自己株式の処分）

当社は、2025年５月９日開催の臨時取締役会において、一般財団法人ＳＧＨ防災サポート財団の活動を支援する

ため第三者割当による自己株式の処分を決議し、2025年６月27日開催の第19回定時株主総会決議を経て、2025年８

月１日付で自己株式20,000,000株を処分いたしました。この処分により利益剰余金が30,020百万円、自己株式が

30,040百万円それぞれ減少しております。

なお、同財団は、内閣府より公益認定の基準に適合すると認められ、2025年12月24日付で公益財団法人に移行し

ております。

以上の結果等により、当第３四半期連結会計期間末において、利益剰余金は552,786百万円、自己株式が66,152百

万円となっております。

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用)

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用し

ております。

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

減価償却費 28,964百万円 34,250百万円

のれんの償却額 2,224 6,500

（注）前第４四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前第３四半期連

結累計期間に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。
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(セグメント情報等の注記)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

デリバリー
事業

ロジスティ
クス事業

グローバル
物流事業

不動産
事業

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

営業収益

外部顧客への
営業収益

766,114 94,500 201,990 17,804 38,419 1,118,829 － 1,118,829

セグメント間の
内部営業収益
又は振替高

32,047 12,459 3,394 1,933 37,828 87,663 △87,663 －

計 798,162 106,959 205,385 19,737 76,247 1,206,492 △87,663 1,118,829

セグメント利益 61,208 4,043 3,369 6,414 1,473 76,509 0 76,509

(注) １．その他には商品販売、保険代理、燃料販売、自動車整備・販売、システム販売・保守、e-コレクト、人材派

遣・請負を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額０百万円には、セグメント間取引消去7,106百万円及び各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△7,105百万円が含まれております。全社費用は、主に当社の営業費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．当第４四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、当第３四半期

連結累計期間に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

(子会社の取得による資産の著しい増加)

名糖運輸株式会社（旧「株式会社Ｃ＆Ｆロジホールディングス」）の株式を取得し、連結の範囲に含めたことに

より、当第３四半期連結会計期間末の「ロジスティクス事業」のセグメント資産は、前連結会計年度末に比べ、

188,003百万円増加しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動)

「ロジスティクス事業」セグメントにおいて、新たに株式を取得した名糖運輸株式会社（旧「株式会社Ｃ＆Ｆロ

ジホールディングス」）他15社を連結の範囲に含めております。当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期

連結累計期間においては58,988百万円であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

デリバリー
事業

ロジスティ
クス事業

グローバル
物流事業

不動産
事業

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

営業収益

外部顧客への
営業収益

794,771 154,753 234,005 5,148 41,344 1,230,022 － 1,230,022

セグメント間の
内部営業収益
又は振替高

33,909 15,118 4,762 1,962 35,493 91,246 △91,246 －

計 828,680 169,871 238,767 7,111 76,837 1,321,269 △91,246 1,230,022

セグメント利益 59,411 6,015 774 3,493 2,370 72,066 468 72,535

(注) １．その他には商品販売、保険代理、燃料販売、自動車整備・販売、システム販売・保守、e-コレクト、人材派

遣・請負を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額468百万円には、セグメント間取引消去7,885百万円及び各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△7,416百万円が含まれております。全社費用は、主に当社の営業費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

(子会社の取得による資産の著しい増加)

Morrison Express Worldwide Corporationの株式を取得し、連結の範囲に含めたことにより、当第３四半期連結

会計期間末の「グローバル物流事業」のセグメント資産は、前連結会計年度末に比べ、178,575百万円増加しており

ます。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動)

「グローバル物流事業」セグメントにおいて、新たに株式を取得したMorrison Express Worldwide Corporation

他33社を連結の範囲に含めております。当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては

114,123百万円であります。なお、のれんの金額は当第３四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了して

いないため、暫定的に算定された金額であります。

４．報告セグメントの変更に関する事項

第１四半期連結会計期間より、長期ビジョン実現に向けた事業戦略の方向性や事業ごとの収益性の違い等を踏ま

え、報告セグメントを新設し、以下のとおりに変更しております。

「ロジスティクス事業」に含まれておりました国内ロジスティクス事業及び低温物流事業を「ロジスティクス事

業」、フォワーディング事業や海外３ＰＬ事業等を「グローバル物流事業」にそれぞれ分割いたしました。加えて、

「デリバリー事業」に含まれておりました納品代行や館内配送等を運営している株式会社ワールドサプライを「ロ

ジスティクス事業」に変更いたしました。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後のセグメント区分に組み替えた数値で記

載しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

１株当たり四半期純利益 82円11銭 73円74銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 51,358 44,486

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(百万円)

51,358 44,486

普通株式の期中平均株式数(千株) 625,468 603,275

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数については、株式付与ＥＳＯＰ信

託口が所有している当社株式を控除対象の自己株式に含めて算定しております。（当第３四半期連結会計期

間末3,877千株）
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年２月６日

ＳＧホールディングス株式会社

取締役会 御中

有限責任監査法人トーマツ

京 都 事 務 所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 山 田 円

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 須 藤 英 哉

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 渡 邊 徳 栄

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているＳＧホールディングス株式会社の2025年４月１日か

ら2026年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年10月１日から2025年12月31日まで）及び第３

四半期連結累計期間（2025年４月１日から2025年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸

借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれておりません。


